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エコーネットコンソーシアムの歩み
~ エネマネからIoTへ ~
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・エコーネットコンソーシアムとは
・エネマネ分野での活動
・今後の展開

2018年10月16日
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エコーネットコンソーシアムとは
一般社団法人エコーネットコンソーシアムは
IoT 時代の家電・設備機器等を連携させる通信規格
ECHONET Lite を推進する団体です

幹事会員企業 ： 標準規格策定，コンソーシアムの運営，普及活動推進
７社（シャープ，東京電力ホールディングス，東芝，日本電信電話，
日立製作所，パナソニック，三菱電機）

幹事準会員企業 ： 41社
一般会員企業 ： 標準規格策定支援，対応製品，サービス開発

165社および，一般準会員36社
（家電機器，情報・通信機器，電力，ガス，通信，ソフトベンダー等）

学術会員 ： 標準規格策定・普及支援 31会員

会員構成 ＊全281会員 2018年10月1日現在

ECHONET Lite とは？
• 異なるメーカーの機器間でも簡単に相互接続するための通信規格
• 100種類を超える機器の制御コマンドを定義
• 多くの商品が製品化（500以上の機器が ECHONET Lite 認証済み）
• 日本国内のスマート電力量メータにも搭載（Ｂルート）
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エコーネットコンソーシアムの組織構成
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理事会 評議会

企画運営委員会

ECHONET Lite AIF
認証構築WG

規格・認証
WG

国際標準化
WG

知財・法務
WG

技術委員会

システム
アーキテクチャ

WG
スマートEMS検討

WG
相互接続

WG

普及委員会

戦略構築
WG

海外推進
WG

広報
WG

WebAPI
検討WG

監事

総会

国内推進
WG

事務局 コンソーシアムの運営，制度設計の検討

各種規格書，試験仕様書の策定，試験ツールの開発

国内外の団体との連携，HP／展示会を通じた普及促進

宅内機器のネットワーク化と社会との連携による
地球にも人にもやさしい居住空間が必要

エコーネットコンソーシアム創立
(1997年12月)
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ECHONET Liteを構成する規格書類
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マルチベンダー環境にて，各サービスの実現を目指した通信仕様の開発・標準化を推進

アプリケーション（サービス）

L4
～
L1

L7
～
L5

●様々な標準通信規格の活用が可能
例）Ethernet, Wi-Fi, Bluetooth, Wi-SUN, G3-PLC等

AIF(アプリケーションインタフェース)
「アプリケーション通信インタフェース仕様書」
（機器ごとに作成：機器固有の動作仕様）

機器オブジェクト 「ECHONET機器オブジェクト詳細規定」（制御コマンド）

平成30年度工業標準化事業表彰において，国際標準化提案活動が認められ，
経済産業省産業技術環境局長賞を受賞しました 2018年10月2日

伝送メディア
/ネットワーク

通信ミドルウェア 「ECHONET Lite規格書」（通信仕様）
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エネルギーマネジメント分野での活動
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マルチベンダー間の
相互接続性向上標準インターフェース策定

★2011/06
ECHONET Lite
Ver1.00 公開

★2012/02
ECHONET Lite
HEMS標準インタフェースに推奨

★2015
ECHONET Lite
国際標準化完了

★2015～
ECHONET Lite 搭載
スマートメータ設置開始

★2016～
ECHONET Lite AIF
第三者認証開始

• エネルギーマネジメントに対応した標準仕様策定を完了，第三者認証開始
• エネルギー重点8機器を中心に，各機器への ECHONET Lite 搭載が定着化



ECHONET CONSORTIUM 

普及に向けた連携活動
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■ 日本電機工業会（JEMA）委員会活動

■ 経済産業省 委員会活動
●エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会
－ 事務局 ： 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部

新エネルギーシステム課 政策課
－ WGに委員として出席
検討会での内容を規格・仕様・認証制度に反映

●JSCA スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会
－ 事務局 ： 商務情報政策局 情報経済課
－ 各WG・TFに委員として出席

HEMSにおける公知な標準I/Fとして推奨，重点機器のガイドライン策定

●重電政策委員会 スマートグリッド委員会 HEMS専門委員会
－ 本会及び，各分科会/TFに委員として出席
日本電機工業会（JEMA），住宅生産団体連合会との連携によりHEMSの普及活動を実施

■ 関連する工業会との連携
●工業会/関連団体と連携し，ご協力いただきながら仕様策定を推進
－ 電気事業連合会，電動車両用電力供給システム協議会 (EVPOSSA)，日本照明工業会，
日本電機工業会 (JEMA)，日本冷凍空調工業会，燃料電池実用化推進協議会(FCCJ) など
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ECHONET Lite 機器の普及状況
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低圧スマートメーター
設置済台数（2017年3月末時点）
出典： 電気事業便覧 2017年版

経済産業省資源エネルギー庁 編

600,000

300,000

出荷台数 合計（台）
2013年度 1,104,414
2014年度 2,082,234
2015年度 2,639,749
2016年度 4,053,476
2017年度 7,524,332

50,000

エアコン
6,309千台 低圧スマメ

27,647千台

ECHONET Lite 機器 累計出荷台数：17,400千台（2013～2017年度、除くスマメ）

コントローラ
48千台

給湯器
372千台

2012年の ECHONET Lite 認証開始以降
• 認証された機器の数：500機種以上
• 認証取得した ECHONET Lite 機器：1700万台以上
• Bルートを搭載したスマートメーター：2700万台以上

低圧スマートメータ
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エコーネットコンソーシアム今後の展開

ECHONET2.0で
新サービスをプラス

Society5.0
に貢献

クラウド

コントローラ

IoT機器 IoT機器 IoT機器

データ 制御

機器リモート
メンテナンス
サービス

エネルギー
マネジメント
サービス

快適
生活支援
サービス

モバイル
サービス

セキュリティ
サービス

ヘルスケア
サービス

連携して上記サービスをサポート
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これからも
エコーネットコンソーシアムへのご支援を

よろしくお願いいたします
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